
様 式 Ａ－１－１、Ａ－１－２、Ａ－１－３ 〔作成上の注意〕

《注意事項》
○ 交付申請書は、研究成果公開発表（Ｂ）については「Ａ－１－１」、研究成果公開発表（Ｃ）の

準備経費は「Ａ－１－２」、研究成果公開発表（Ｃ）の開催経費は「Ａ－１－３」の様式を使用し
作成してください。

○ 楷書で明確に記入してください。
○ 交付申請書は必ず２部（正・副）作成し（コピー可）、提出期限までに２部双方の代表者氏名欄
に押印してください。（印影の複写は不可）

○ 法人化されていない任意団体組織を含め主催団体は、職印及び代表者の個人印の双方を主催団体
代表者氏名欄に押印してください。

なお、任意団体組織において職印のない場合は、個人印のみ押印してください。
○ 訂正印や修正液による訂正は認められませんので、誤記入した場合は改めて作成してください。

《記入要領》
１ 課題番号

交付内定一覧に記載の課題番号を記入してください。

２ 主催団体の所在地、主催団体名
計画調書提出時の記載と同一の所在地、団体名を記入してください。
なお、支部等は「実施主体」欄に記入してください。
また、主催団体の所在地に変更がある場合は、変更後の内容を記入してください。その場合には、

（様式Ａ－６）「交付内定後の主催団体の所在地変更届」を作成してください。

３ 主催団体代表者職名・氏名
計画調書提出時の記載と同一の職名･氏名を記入し押印してください。変更がある場合は、変更後

の主催団体代表者を記入してください。その場合には、（様式Ａ－５）「交付内定後の主催団体の代表
者交替届」を作成（旧代表者名で提出）してください。

４ シンポジウム・学術講演会名 （又は国際シンポジウム・国際会議等名）
計画調書提出時の記載内容を記入してください。（研究成果公開発表（C)については国際シンポジ

ウム・国際会議等名を和文名のみ記載してください。）

５ 実施主体、実施主体代表者職名、実施主体代表者氏名
主催団体における実施主体（例：支部、実行委員会）、実施主体での実施主体代表者職名（例：支
部長、実行委員長）及び実施主体代表者氏名を記入してください。

６ 開催予定日、会場名、開催地、参加予定者数
計画調書提出時の記載内容を記入してください。

７ 補助金額
補助金額（交付予定額）は、交付内定一覧に記載されている内定金額（交付予定額）の範囲で記

入してください。

８ 費目別内訳欄
金額は円単位で３桁ごとにカンマ（，）を入れて記入してください。
該当の無い費目は、欄に０（ゼロ）を記入してください。

○研究成果公開発表（B)

会場借料：事業を開催する会場の借料（開催当日会場で使用するマイク、スクリーン等の機器借
料のための経費を含む。）

消耗品費：消耗品を購入するための経費
謝 金：事業開催への協力をする者のための経費
そ の 他：上記のほか当該事業の遂行に係る経費

（例：事務委託費、会議費（食事（アルコール類を除く）費用等)、通信費（切手、電
話等）、運搬費、資料作成に係る費用）

○研究成果公開発表（C)

(１年計画の場合)
・シンポジウム準備及び開催のための経費

会場借料：事業を準備するために必要な会場の借料及び事業を開催する会場の借料（開催当日会
場で使用するマイク、スクリーン等の機器借料のための経費を含む。）

消耗品費：消耗品を購入するための経費
旅 費：特別講演等のため来日する外国人研究者の招へい旅費（交通費、滞在費）
謝 金：事業準備及び開催への協力をする者のための経費



そ の 他：上記のほか当該事業の遂行に係る経費
（例：事務委託費、会議費（食事（アルコール類を除く）費用等)、通信費（切手、電
話等）、運搬費、資料作成に係る費用）

(２年計画の場合)
・１年目（シンポジウム準備のための経費）

会場借料：事業を準備するために必要な会場の借料
消耗品費：消耗品を購入するための経費
謝 金：事業準備への協力をする者のための経費
そ の 他：上記のほか当該事業の遂行に係る経費

（例：事務委託費、会議費（食事（アルコール類を除く）費用等)、通信費（切手、電
話等）、運搬費、資料作成に係る費用）

・２年目（シンポジウム開催のための経費）
会場借料：事業を開催する会場の借料（開催当日会場で使用するマイク、スクリーン等の機器借

料のための経費を含む。）
消耗品費：消耗品を購入するための経費
旅 費：特別講演等のため来日する外国人研究者の招へい旅費（交通費、滞在費）
謝 金：事業開催への協力をする者のための経費
そ の 他：上記のほか当該事業の遂行に係る経費

（例：事務委託費、会議費（食事（アルコール類を除く）費用等)、通信費（切手、電
話等）、運搬費、資料作成に係る費用）

（さきに提出された計画調書において、上記以外の経費を計上していた場合であっても、上記以
外の経費は認められませんので留意してください。）

9 シンポジウム・学術講演会（又は国際シンポジウム・国際会議等準備･開催）の目的

○研究成果公開発表（B）
社会的背景なども含め、本シンポジウム等を開催する意義など焦点を絞り、具体的かつ明確に記入
してください。

○研究成果公開発表（C）
平成２０年度準備の場合：国際シンポジウム・国際会議等の準備の目的を具体的に記入してくだ

さい。

平成２０年度開催の場合：国際シンポジウム・国際会議等開催の目的、意義及び国際的活動にお
ける当該国際シンポジウム等の位置づけ、当該国際シンポジウム等を
開催することになった経緯を簡潔に記入してください。

10 シンポジウム・学術講演会等（又は国際シンポジウム・国際会議等名）の概要
シンポジウム等の概要を具体的に記入してください。

11 シンポジウム・学術講演会等のプログラム内容（研究成果公開発表（Ｃ）のみ)
１日目、２日目等それぞれ具体的なプログラム内容を記入し、演者が決まっている場合には、演者

名も記入してください。（挨拶、休憩等の記入は不要）

《提出要領》
○ 提出する際は、封筒に朱書きで『課題番号』及び『平成２０年度研究成果公開発表交付申請書在
中』と記入し、４月２１日（月）までに提出しください。



様 式 Ａ－２ 〔作成上の注意〕

（様式Ａ－２）「交付請求書」は、本来は交付決定が行われた後に、提出していただく

ものですが、補助金の交付を早めるために交付申請書と同時に提出していただいておりま

す。記入に際しては下記の点にご留意の上、誤記入、記入漏れのないようお願いいたしま

す。

記

１ 主催団体の所在地、主催団体名、代表者職名、代表者氏名、補助事業種目名、課題

番号については、（様式Ａ－１－１、Ａ－１－２又はＡ－１－３）「交付申請書」と

表記を一致させてください。

２ 補助対象件名には、シンポジウム・学術講演会名（又は国際シンポジウム・国際会

議等名）を記入してください。

３ 請求額は、円単位で記入してください。

４ 押印には朱肉を使用してください。（いわゆるシャチハタ印は認めません）

５ 訂正印や修正液による訂正は認められませんので、誤記入の場合は改めて作成して

ください。

６ 「交付請求書」提出から交付決定（補助金交付）までの間に、会長選挙等に伴い主

催団体代表者氏名、所在地等に変更があった時は、請求者、口座名義等を変更する必

要があります。その場合には、（様式Ａ－５）「交付内定後の主催団体の代表者交替

届」と併せて、同時に改めて（様式Ａ－１－１、Ａ－１－２又はＡ－１－３）「交付

申請書」、（様式Ａ－３）「科学研究費補助金振込銀行口座届」を提出してください。



様 式 Ａ－３ 〔作成上の注意〕

（様式Ａ－３）「科学研究費補助金振込銀行口座届」は、本来は交付決定が行われた後
に、提出していただくものですが、補助金の交付を早めるために交付申請書と同時に提
出していただいております。記入に際しては下記の点にご留意の上、誤記入、記入漏れ
のないようお願いいたします。

記

１ 平成２０年度研究成果公開発表用として各シンポジウム・学術講演会（又は国際シ
ンポジウム・国際会議等）ごとに新規に口座を開設してください（継続の事業課題で
あっても、年度ごとに新規に口座を開設してください）。また、他の経費と混同しな
いようお願いします。

＊ 新規口座であることを確認するため、通帳の表紙、名称（フリガナ）の確認が
できるページ及び明細の１ページ目（新規に開設した月日が確認できるページ）
のコピー（Ａ４）を各１部添付してください。

＊ 口座開設時は預金残高０円にしてください。

２ （新規・変更）欄は、該当するものを○で囲み、該当しないものに取消線（ ）
を記入してください。

３ 主催団体の所在地、主催団体名、代表者職名、代表者氏名、補助事業種目名につい
ては、（様式Ａ－１－１、Ａ－１－２又はＡ－１－３）「交付申請書」と表記を一致
させてください。

４ 補助対象件名には、シンポジウム・学術講演会名を記入してください。

５ 押印には朱肉を使用してください。（いわゆるシャチハタ印は認めません）

６ 振込指定銀行名・店名は、略称名を使わず正式名称で記入してください。

７ 預金種類は、該当する番号を枠内に記入してください。

＊ 口座名義は「科研費」に続けて、課題番号（７桁）・主催団体代表者氏
名の順に記入してください。

ｶ ｹ ﾝ ﾋ ２ ０ 5 0 0 0 ﾓ ﾝ ﾌ ﾞ ﾀ ﾛ ｳ

（口座名義例） 科研費２０５００００文部太郎
(※主催団体代表者氏名は上記３の代表者と同じになります｡)

８ （様式Ａ－３）「科学研究費補助金振込銀行口座届」提出後において主催団体の所
在地、主催団体代表者氏名、銀行等に変更があった時は、改めて（様式Ａ－３）「科
学研究費補助金振込銀行口座届」を提出してください。（「新規」に取消線( ）
を記入の上、変更を○で囲んでください。）

（注）
・ 本口座は、実績報告書提出期限（補助事業終了日から３０日以内）までに必ず解

約をし、利息が生じた分まで含めて本事業に支出してください。
（預金残高０円と解約とは違いますので御注意ください。）


